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Abstract : A student survey on the foreign language curriculum at Tohoku Fukushi University 
and their awareness of foreign language education was conducted in the total of 98 compulsory 
foreign language classes for freshmen and sophomores in order to learn about the students’ 
general attitude toward English and foreign languages.　The result shows that 1） the majority 
of the students indicated their interest in foreign languages and cultures, but their motivation to 
learn foreign languages seemed to weaken and their goals in language studies tended to be re-
vised downward as they became sophomores 2） the majority of the students were aware of the 
needs for English in their future career, but, among sophomores, an incoherence was observed 
between their high awareness level of needs in English and answers for questions regarding 
their motivation to learn foreign languages.
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1.　背景とその目的
小原・會澤他（2013）は，大学のユニバーサル化に伴う，学生の資質，目的意識の多様化に対
応するべく，英語を含むかつての教養課程のカリキュラムの見直しが行われる全国的な流れの中，
英語の専門教育課程を持たない大学では，学生が 1，2年次のうちにどのような英語力を身につ
けなくてはいけないのか，大学全体として意思統一を図り，かつそれに即したカリキュラム設計
が行われるべきであると主張している。また，佐藤他（2008）は，実のある英語教育を実現する
ためには，学習者の実態を正確に把握することが重要であると述べている。
学生の実態を把握した上で，それに即したカリキュラムを全学的取り組みのもとで実施する。
このような意見は，多くの同様の調査，研究においても，見られるものであり，所謂グローバル
教育の潮流の中で，大学基礎教養としての英語及び外国語教育がとるべき道としては異論を挟む
余地はないものと思われる。
上記の知見を背景に，太田（2014）では，本学学生の英語学習及び本学外国語カリキュラムに
対する意識を探るため，筆者が担当する，1年生 2クラス，2年生 3クラスの必修英語（英語 I，
III）で行われたアンケート調査の結果をもとに，考察が行われた。その結果として，1）英語力
の必要性，英語学習の必要性についての認識は，全体としては高い傾向にある。2）しかしながら，
学年が進むにつれて，学習意欲の維持が難しくなる傾向にある。3）多くの学生が英語力の必要
110 東北福祉大学研究紀要　第 39巻
性を認識しつつも，求めている到達レベルについては高くない，という結論が導かれた。
しかしながら，この研究においては，アンケートへの参加者が，5クラス分，133名と限られ
ており，また，時間割の都合上，参加者の所属学科分布に大きな偏りがあるなど，本学学生の平
均的傾向を表しているとするには，不十分なデータであった。さらに，筆者が英語のみを担当す
る教員である都合上，アンケート参加者が英語履修者に限られ，本学で開講されている他外国語
（ドイツ語，中国語，ハングル）を履修している学生からのデータが含まれておらず，外国語カ
リキュラム全体について学生の意見を反映しているものとは言い難かった。
上記の点を踏まえ，本研究においては，本学学生全体の，本学外国語カリキュラム，英語・外
国語（学習）に対する意識，および異文化に対する興味や関心を，より正確に探ることを目的と
して，本学外国語教育カリキュラムにおいて，必修語学として学生に履修が義務付けられている，
外国語 I（1年次前期）および，外国語 III（2年次通年）（実際の開講科目名は，『外国語』の部
分がそれぞれの対象言語名である）全体でのアンケート調査を実施した。
2.　調　　　　　査
2.1　アンケート参加者
本研究のアンケート調査に参加したのは，本年度（2014年度）本学基礎教養科目の必修外国
語 I（1年次前期）および III（2年次通年）を履修している学生 1,686名である。実際の履修登
録総数は再履修者も含めて，約 2,600人であるが，再履修が原因の重複，アンケート記入の不備，
また未実施のクラスがあった等の理由により，有効な回答として処理されたものが，上記の参加
人数となっている。アンケート実施の際には，3年次以上の学生も再履修者として授業に参加し
ており，アンケートへの記入も行ったが，データの処理に際しては，今回の調査対象を 1，2年
生に限定した。参加者の学科，および履修語学の分布については，表 1，2を参照されたい。
2.2　アンケート調査
本研究では，2014年度前期，6月初旬の授業の際に，アンケート調査を行った。実施において
は，各クラス担当教員の授業運営の妨げとならないよう，2週間の実施期間を設け，その期間内
に各担当教員の監督の下でアンケートが実施された。所要時間については正確な記録はないもの
の，各教員の話から推定すると，平均して 15分ほどの時間がかかったものと思われる。アンケー
ト用紙の詳細については，資料 1を参照されたい。
3.　結 果 と 考 察
全クラスのアンケート調査が終了した後，その結果は筆者により集計された。集計においては，
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まず質問項目ごとにその内容を検討し，本学学生の全般的傾向を示すため，学年を分けずに集計
及び考察を行う項目と，1年次と 2年次における意識の変化を比較するため，学年別に集計を行
う項目との選り分けを行った。その後，各項目の集計及び考察がなされた。なお，データの分析
については，まだ様々な角度から検討できる可能性（例えば，学部・学科，履修外国語別の分析
など）があるものの，時間的制約により，本稿では 1年次，2年次という大きなグループ分けに
よる比較，検討のみを行っている。
3.1　学生の全般的傾向
始めに，本学学生の全般的傾向を表すデータとして，以下の 3項目のアンケート結果とそれに
ついての考察を示す。全体として，英語に対する苦手意識があり，また，海外経験に乏しい学生
が多いという，本学学生の傾向が現れる結果となった。
3.1.1　設問 V-2　中学・高校では英語は得意でしたか ?
非常に得意と答えた学生は，全体の 5%にとどまった一方，全体の 60%を越える学生が『ど
ちらかといえば苦手』，『非常に苦手』と回答している。全体的傾向として，英語に対して苦手意
表 2.　履修語学別人数
1年次生 2年次生 全体
人数 パーセント 人数 パーセント 人数 パーセント
英語 701 77% 524 68% 1,225 73%
ドイツ語 126 14% 109 14% 235 14%
中国語  35  4%  39  5% 74  4%
ハングル  50  5% 101 13% 151  9%
912 773 1,685
表 1.　学科別人数
1年次生 2年次生 全体
人数 パーセント 人数 パーセント 人数 パーセント
社会福祉学科 234 26% 207 27% 441 26%
社会教育学科 90 10% 86 11% 176 10%
福祉心理学科 103 11% 80 10% 183 11%
産業福祉マネジメント学科 79 9% 56 7% 135 8%
情報福祉マネジメント学科 69 8% 65 8% 134 8%
子ども教育学科 152 17% 115 15% 267 16%
保健看護学科 50 5% 50 6% 100 6%
リハビリテーション学科 72 8% 38 5% 110 7%
医療経営学科 62 7% 76 10% 138 8%
無記入 1 0% 0 0% 1 0%
合計 912 773 1,685
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識のある学生が多いのが，本学学生の特徴といえる。
3.1.2　設問 V-3　英語が苦手になったのはいつごろからでしたか ?
全体の 3割あまりが，『苦手意識はない』と回答している。これは，前出の設問において，中学，
高校時代に英語が得意であった（どちらかといえば得意であった）と回答した学生の割合にほぼ
一致している（得意だから苦手意識がないと結論することはできないが）。
苦手になった時期については，中学，高校の各学年に満遍なく広がっており，どこか特定の学
図 1.　中学・高校で英語は得意だったか
表 4.　設問 V-3　英語が苦手になったのはいつごろからでしたか ?
1・2年次生全体
度数 パーセント
1）　苦手意識はない 571 34%
2）　小学校時代 46  3%
3）　中学 1年 185 11%
4）　中学 2年 209 12%
5）　中学 3年 161 10%
6）　高校 1年 272 16%
7）　高校 2年 165 10%
8）　高校 3年 64  4%
9）　無回答 12  1%
合計 1,685
表 3.　設問 V-2　中学・高校では英語は得意でしたか ?
1・2年次生全体
度数 パーセント
1）　非常に得意 80  5%
2）　どちらかといえば得意 549 33%
3）　どちらかといえば苦手 704 42%
4）　非常に苦手 349 21%
5）　無回答 3  0%
合計 1,685
113本学学生の英語および外国語学習全般に関する意識の傾向
年にだけ，嫌いになった時期が集中しているわけではないようである。ただし，高校一年時のみ，
やや高い傾向にあるのは，中学時代に比べて高度になる英語学習に躓いてしまうという，全国的
な傾向と一致しているように思われる。
3.1.3　設問 VI-31海外経験について教えてください
長期（半年以上）の海外滞在経験がある学生は，全体の 1%に留まった。一方で，海外渡航経
験のない学生が全体の 75%に上った。この数字は，社団法人日本旅行業協会の 2008年の調査
（http://www.jata-net.or.jp/vwc/pdf/0809tm_data.pdf）で報告されている，10代の若者のうち海外旅
行未経験者が，男性で約 63%，女性で約 58%，という数字をだいぶ上回っている。東北地方出
身の学生が多い本学においては，東日本大震災による，経済，その他の影響等を考慮するべき部
分ではあるが，その点を踏まえても，海外経験に乏しい学生の割合がやや多いと言わざるを得な
い。
図 2.　英語が苦手になった時期
表 5.　設問 VI-3　海外経験について教えてください
1・2年次生全体
度数 パーセント
1）　長期（半年～）の滞在経験がある 15  1%
2）　短期（2週間～半年）の滞在経験がある 72  4%
3）　旅行（数日～2週間）に行ったことがある 325 19%
4）　海外に行ったことがない 1,267 75%
5）　無回答 6  0%
合計 1,685
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3.2　学年別の比較
次に，1年次と 2年次における，本学外国語カリキュラム，英語及び英語学習に対する意識，
外国語や外国文化に対する興味の変化を探るために，以下の 6つの設問についての検討を行った。
全体的傾向として，1年次，2年次で，該当項目に関する大きな意識の変化が観察されることは
なく，これは，太田（2014）で示された昨年のアンケート結果とはやや異なるものとなった。
3.2.1  設問 II-1　東北福祉大学では，必修外国語 I・II・III（6単位）の取得を義務付けてい
ます。これについてあなたはどう思いますか
『全面的に賛成』と回答した学生の割合には，学年で 5%とやや差がある（1年次 40%，2年次
35%）ものの『どちらかといえば賛成しない』，『全く賛成できない』と解答した学生の割合は，
両学年とも 10%以下となっており，『全面的に賛成』と回答した割合に 40パーセントもの開き
があった前回の調査結果（太田，2014）と比較して，はるかに差が小さい。1年次，2年次ともに，
外国語が必修であることについては，概ね賛成であるという傾向が現れている。
3.2.2　設問 V-1　英語は好きですか，嫌いですか ?
これもまた，1年次と 2年次の回答傾向に大きな差が見られなかった。1年次，2年次ともに，
過半数の学生が，英語が好きであると回答している。実際に英語を履修している学生に対象を絞っ
表 6.  II-1　東北福祉大学では，必修外国語 I・II・III（6単位）の取得を義務付けています。 
これについてあなたはどう思いますか
1年次生 2年次生
度数 パーセント 度数 パーセント
1）　全面的に賛成 368 40% 273 35%
2）　どちらかといえば賛成 454 50% 406 53%
3）　どちらかといえば賛成しない  63  7%  73  9%
4）　全く賛成できない  16  2%  11  1%
5）　無回答  11  1%  10  1%
合計 912 773
図 3.　海外経験
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た場合，同じ傾向が見られるかどうかは，今後，履修語学ごとに集計をしなおした上で，改めて
検討をする必要があるものの，現段階では，一般に言われている，大学受験から時間が経った結
果としての，大学 2年次以降の，英語離れ，そして英語嫌いの加速化という傾向は観察されない。
3.2.3　設問 V-6　将来，英語力が必要であると思いますか ?
太田（2014）では，同じ質問に対して，『非常に感じる』と回答した学生の割合が，1年次
35%から 2年次 19%へと，大幅に減っており，学年が進むにつれて，実際に英語力を必要とし
ない業種に対する志向が強まった結果，あるいは英語学習に対する倦怠感の現われではないかと
いう考察がなされていたが，今回の調査では，『非常に感じる』と回答した学生の割合が，2年
図 4.　必修外国語について
表 7.　設問 V-1 英語は好きですか，嫌いですか ?
1年次生 2年次生
度数 パーセント 度数 パーセント
1）　好き 183 20% 131 17%
2）　どちらかといえば好き 324 36% 286 37%
3）　どちらかといえば嫌い 298 33% 254 33%
4）　嫌い 107 12% 100 13%
5）　無回答 　0  0% 　2  0%
合計 912 773
図 5.　英語の好き嫌い
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次生においても，前回ほど落ち込んでおらず，結果として，1年次，2年次ともに 90%を越える
学生が，将来の英語力の必要性を多少なりとも感じている様子が伺える。
3.2.4  設問 V-7　現在，テレビ，インターネットなどのメディアは，英語力の必要性を訴え
ています。あなたはこれらの意見に同意しますか ?
設問 V-6と同様に，こちらも太田（2014）の同様の質問とは異なる回答傾向となり，結果と
して，1年次，2年次で大きな差が観察されないという結果になった。前回調査でも，全体的な
表 8.　設問 V-6 将来，英語力が必要であると思いますか ?
1年次生 2年次生
度数 パーセント 度数 パーセント
1）　非常に感じる 472 52% 354 46%
2）　どちらかといえば感じる 378 41% 351 45%
3）　どちらかといえば感じていない  44  5%  58  8%
4）　全く感じていない  13  1% 　6  1%
5）　無回答 　5  1% 　4  1%
合計 912 773
図 6.　将来英語力は必要だと感じるか
表 9.  設問 V-6現在，テレビ，インターネットなどのメディアは，英語力の必要性を訴えてい
ます。あなたはこれらの意見に同意しますか ?
1年次生 2年次生
度数 パーセント 度数 パーセント
1）　全面的に同意する 330 36% 239 31%
2）　どちらかといえば同意 491 54% 463 60%
3）　どちらかといえば同意しない  71  8%  58  8%
4）　全く同意できない  17  2%  12  2%
5）　無回答 　3  0% 　1  0%
合計 912 773
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傾向としては，メディア等で取り上げられている英語力の必要性について，同意するという意見
が多かったが，今回の調査では，2年次生の同意傾向が 1年次生と比較して低下していないとい
う結果が得られた。今年の学生が，昨年の学生よりメディアの影響を受けやすいなどとは考えづ
らいため，なぜこのような結果になったのかは，更なる分析が必要である。
3.2.5　設問 VI-1　外国語に興味はありますか ?
1年次，2年次ともにほぼ同じ割合（1年次 77%，2年次 74%）の学生が，外国語に対して興
味を感じている様子が伺える。大学入学から時間が経っておらず，外国語に限らず様々な科目に
対して，総じて高い興味を示す傾向のある 1年次生と，大学入学から時間が経ち，ややもすると
授業科目への興味が減退しがちな 2年次生とで，この設問に対する解答に大きな差が現れなかっ
たことは，外国語に興味がある学生は，大学入学からの経年に関係なく，その興味を維持し続け
る可能性があるということを示しているように思われる。
3.2.6　設問 VI-2 外国の文化に興味はありますか ?
1年次，2年次ともに，興味があると答える学生が非常に高い割合（1年次 85%，2年次 84%）で，
見られた。この傾向については，VI-4に「なぜ，外国語・外国の文化に興味がある/ないのか，
理由を書いてください」という，自由記述欄に寄せられたコメントを概観すると，「すごく興味
がある」，「どちらかといえば興味がある」と回答した学生は，大別して，「自分の知らない言葉
図 7.　メディアに同意するか
表 10.　設問 VI-1　外国語に興味はありますか ?
1年次生 2年次生
度数 パーセント 度数 パーセント
1）　すごく興味がある 215 24% 192 25%
2）　どちらかといえば興味がある 486 53% 378 49%
3）　どちらかといえば興味がない 175 19% 170 22%
4）　全く興味がない  34  4%  32  4%
5）　無回答 　2  0% 　1  0%
合計 912 773
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や文化を知ることが楽しい」というグループと，「（ファッション，音楽など）特定の外国文化に
対する興味があるから」に分けられるようである。反面，少数ではあるものの，「どちらかとい
えば興味がない」，「全く興味がない」と回答した学生群には，「外国には興味がない」，「文化を知っ
たところで何にもならない」，「外国に限らず，文化に興味がない」など，強い拒絶感を示す記述
が散見された。
上記自由記述欄のコメントにおいて，多くの学生は，外国語以上に外国の文化に対する興味が
高い傾向を示している。これは，音楽や映画，ファッションなど，学生にとって身近な文化に，
図 8.　外国語に対する興味
図 9.　外国文化に対する興味
表 11.　設問 VI-2　外国の文化に興味はありますか ?
1年次生 2年次生
度数 パーセント 度数 パーセント
1）　すごく興味がある 340 37% 295 38%
2）　どちらかといえば興味がある 442 48% 355 46%
3）　どちらかといえば興味がない 104 11%  93 12%
4）　全く興味がない  22  2%  27  3%
5）　無回答 　4  0% 　3  0%
合計 912 773
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外国からの影響が多く見られることや，外国語を勉強するのは大変で，興味を抱きにくいと考え
る学生でも，翻訳されたものなどを通じて，外国の文化に触れること自体には，抵抗がないとい
うことを示しているのかもしれない。
自由記述欄に寄せられたコメントについては，現在のところ精査の途上にあるため，今後更な
る考察がなされる必要がある。
3.3　外国語の学習動機・学習目標
最後に，本学学生の外国語学習における，動機と目標について，1年次生と 2年次生の回答を，
それぞれ別個に集計し，その結果を比較した。
図 10.　外国語の学習動機
表 12.　設問 VII-1　あなたが外国語を学習する動機は何ですか（複数回答可）
1年次生 2年次生
度数 パーセント 度数 パーセント
 1）　外国語の勉強がこの先の大学での勉強に必要だから 252 28% 167 22%
 2）　卒業単位のため 566 62% 550 71%
 3）　外国語ができればなんとなくかっこいいから 147 16% 118 15%
 4）　将来外国語の知識が必要だと思うから 470 52% 322 42%
 5）　就職活動で有利になると思うから 217 24% 125 16%
 6）　インターネットなどの情報を知りたいから  44  5%  33  4%
 7）　外国語に興味・関心があるから 219 24% 157 20%
 8）　外国文化に興味・関心があるから 274 30% 230 30%
 9）　外国に住んでみたいから  69  8%  66  9%
10）　海外旅行で役立つと思うから 219 24% 196 25%
11）　海外の人たちとコミュニケーションをとりたいから 259 28% 192 25%
12）　知的愉しみのため 263  7%  48  6%
13）　その他（必ず理由を記入してください） 　7  1% 　1  0%
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学習動機については，2年次生で，『外国語の勉強がこの先の大学での勉強に必要だから』，『将
来外国語の知識が必要だと思うから』，『就職活動で有利になると思うから』の 3項目で，1年次
生に比べてやや回答割合が減少している。これは，学年が進み，専門課程の勉強が深まるにつれ
て，自らの将来の学習，就職などに対するイメージがより具体化してきた表れではないかと推察
されるが，より詳細に分析するには，自由記述によるコメントを求めるなど，更なる調査が必要
である。
外国語学習の到達目標については，『外国人と自由に会話ができる』，『（辞書を使って）自分の
専門に関する文章が読める』，『メールなどの簡単な文章を書ける』，『英検・TOEICなど，語学
図 11.　外国語の学習到達目標
表 13.　設問 VII-2　あなたの外国語学習の到達目標を教えてください（複数回答可）
1年次生 2年次生
度数 パーセント 度数 パーセント
 1）　外国人と自由に会話ができる 368 40% 251 32%
 2）　外国語の映画・テレビを字幕なしで理解できる 254 28% 197 25%
 3）　買い物程度の日常的な会話ができる 454 50% 384 50%
 4）　インターネットで情報を集めることができる  91 10%  84 11%
 5）　外国語の新聞が読める  90 10%  66  9%
 6）  （辞書を使って）自分の専門に関する文章が読
める
154 17%  84 11%
 7）　メールなどの簡単な文章を書ける 276 30% 197 25%
 8）  （辞書を使って）自分の専門に関するレポート
が書ける
 48  5%  34  4%
 9）  英検・TOEICなど，語学試験で上級（例 : 英
検準 1級以上・TOEIC700点以上）を取得する
 68  7%  44  6%
10）  英検・TOEICなど，語学試験で中級（例 : 英
検 2級以上・TOEIC500点以上）を取得する
134 15%  76 10%
11）　特に目標はない 113 12% 148 19%
12）　その他の理由（必ず理由を記入してください） 　3  0% 　3  0%
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試験で中級・上級を取得する』で，1年次生に比べて，2年次生の回答割合が少ないという傾向
が見られた，一方で，特に目標はないとする学生の割合は，1年次生の 12%から 2年次生では
19%へと大きく増加しており，ここでも，学年が進むにつれて，自らの将来の勉強や就職に外
国語が必要かどうか，（それが正しいかどうかは別として）より具体的なイメージが形成されつ
つあることを伺わせる結果となっているが，こちらもこの変化についてより詳細に分析する上で
は，更なる調査が必要である。
4.　ま　　と　　め
今回の調査から明らかになった，本学学生の英語および外国語の学習，外国語，外国文化に対
する意識傾向は以下の通りである。
1）　外国語・外国文化に対する関心は，学年を問わず高い傾向にある。しかしながら，外国語
の学習という点においては，学年が進むとやや動機に減退が見られると同時に，学習目標
についても下方修正される傾向がある。
2）　将来の英語の必要性については，1年次，2年次ともに大多数の学生が，『必要であるとい
う』認識を持っている。しかしながら，将来の英語の必要性について高い認識率（1年生
93%，2年生 91%）を示す一方で，外国語の学習動機に対する設問に対しては，「卒業単
位のため（1年生 62%，2年生 71%）」を除いた場合，最も多く支持された学習動機は，「将
来外国語の知識が必要だと思うから（1年生 52%，2年生 42%）」と，英語の必要性に対
する認識率に対して非常に低い割合に留まっている。
本研究は，まだデータ分析の途上にあり，今後は，学年のみでなく，学科別，履修外国語別な
ど，さらに細かく学生をグループ化した上での比較検討を行う予定である。さらなる詳細なデー
タ分析を通じて，前回の調査と今回の調査とで異なる結果が得られた理由，および今回の分析の
中でも見られた，回答傾向の矛盾点などについて，より明確な解答が得られることを期待してい
る。
また，既述の通りアンケート用紙には，学生にコメントを求める設問項目も含まれており，今
後は，それらのコメントを通じて，個々の学生の情意面及び全体としての情意傾向についてより
詳細な調査，検討を行う予定である。
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資料 1 『アンケート用紙』 
2014年度東北福祉大学 外国語カリキュラム アンケート調査 
 
東北福祉大学外国語教育連絡会 
 
このアンケートは、学生の皆さんの、これまでの外国語学習、更には英語、および他の外国語に対する
イメージや、それらの学習についての考えを調査し、今後の本学での外国語教育の改善に役立てようと
するものです。以下の項目について、あなたの考えをお聞かせください。なお、集められた回答は、集
計、分析の後、論文にまとめられ、出版、発表などに使用されますが、その際に個人が特定されるよう
な形式での使用は行われません。 
 
※質問 IIIおよび IVは、それぞれ英語が必修ではない場合には IIIだけ、英語が必修の場合は IVだけに
回答してください。 
 
 
回答は解答用紙にマーク、もしくは記述してください 
 
I. 学生に関する項目 
 
I-1. 学年 1. 1年生 2. 2年生  3. 3年生  4. 4年生以上 
I-2. 学科  1.社会福祉(FS)  2.社会教育(FE) 3.福祉心理(FP) 4.産業福祉マネ(MI)       
5.情報福祉マネ(MJ)  6.子ども教育(KC)  7.保険看護(HN) 8.リハビリ(HA/HB) 
9.医療経営(HM) 
I-3. 性別 1.男  2.女 
 
II. 必修外国語カリキュラムに関する項目 
 
II-1 東北福祉大学では、必修外国語 I・II・III(6 単位)の取得を義務づけています。これについてあ
なたはどう思いますか。最も当てはまるものをマークしてください。 
1. 全面的に賛成する  
2. どちらかといえば賛成する  
3. どちらかといえば賛成しない  
4. 全く賛成できない 
 
II-2 上記の回答の賛成・不賛成の理由を自由に記述してください(必ず記入してください) 
 
 
III. 外国語選択に関する項目(英語が必修ではない学生対象) 
 
III-1 必修外国語は何を選択しましたか 
 
1. 英語    2. ドイツ語   3. 中国語   4. ハングル(韓国語) 
 
III-2 その外国語を選択した理由は何ですか 
1. その外国語に興味がある   
2. 他の外国語に興味がない、よく知らない 
3. 他に勉強したい外国語があったが、福祉大の授業になかったので仕方なく 
4. なんとなく・友達が履修しているから 
5. その他の理由（必ず理由を記入してください） 
 
III-3 III-2で 3と回答した方にお聞きします。何語を勉強したかったですか？ 
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IV. 英語必修に関する項目(英語が必修の学生対象) 
 
IV-1 英語が必修とされていることについてどう思いますか 
1. 全面的に賛成する  
2. どちらかといえば賛成する  
3. どちらかといえば賛成しない  
4. 全く賛成できない 
 
IV-2上記の回答の賛成・不賛成の理由を自由に記述してください(必ず記入してください) 
 
IV-3 英語が必修ではなかった場合、他の外国語を履修しましたか？ 
1. 英語を履修した 
2. ドイツ語を履修した 
3. 中国語を履修した 
4. ハングルを履修した 
5. 履修したいと思う外国語がない 
 
IV-4 IV-3で 5と回答した方にお聞きします。何語なら履修したいと思いましたか？ 
 
 
V. 英語・英語力に関する項目(必修外国語が英語以外の人もお答えください) 
 
V-1. 英語は好きですか、嫌いですか？ 
1. 好き    
2. どちらかといえば好き     
3. どちらかといえば嫌い     
4. 嫌い 
 
V-2.  中学・高校では英語は得意でしたか？ 
1. 非常に得意だった 
2. どちらかといえば得意だった 
3. どちらかといえば苦手だった 
4. 非常に苦手だった 
 
V-3.  英語が苦手になったのはいつごろからですか？（上の質問で、『得意だった』、『どちらかとい
えば得意だった』と答えた方は、『1』を選択してください） 
1. 苦手意識はない 
2. 小学校時代 
3. 中学 1年 
4. 中学 2年 
5. 中学 3年 
6. 高校 1年 
7. 高校 2年 
8. 高校 3年 
 
V-4.  自分の英語の 4技能(読む・書く・聴く・話す)の力を自己評価してみてください。 
V-4.1 読む 1．得意  2．どちらかといえば得意  3．どちらかといえば苦手  4．苦手 
V-4.2 書く 1．得意  2．どちらかといえば得意  3．どちらかといえば苦手  4．苦手 
V-4.3 聴く 1．得意  2．どちらかといえば得意  3．どちらかといえば苦手  4．苦手 
V-4.4 話す 1．得意  2．どちらかといえば得意  3．どちらかといえば苦手  4．苦手 
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V-5. 英語が好き・得意、あるいは嫌い・苦手である理由について自己分析をして、具体的な理由
を書いてください。(必ず記入してください) 
 
V-6.1  将来、英語力が必要であると感じていますか？ 
1. 非常に感じている 
2. どちらかといえば感じている 
3. どちらかといえば感じていない 
4. 全く感じていない 
 
V-6.2. V-6.1の質問について、そう感じる理由について具体的に書いてください。(必ず記入してく
ださい) 
 
V-7.1.  現在、テレビ、インターネットなどのメディアは、英語力の必要性を訴えています。あな
たはこれらの意見に同意しますか？ 
1. 全面的に同意する 
2. どちらかといえば同意する 
3. どちらかといえば同意しない 
4. 全く同意できない 
 
V-7.2. V-7.1の質問について、そう思う理由を具体的に書いてください。(必ず記入してください) 
 
 
VI. 外国語・異文化全般に関する項目 
 
VI-1.  外国語に興味はありますか？ 
1. すごく興味がある 
2. どちらかといえば興味がある 
3. どちらかといえば興味がない 
4. 全く興味がない 
 
VI-2.  外国の文化に興味はありますか？ 
1. すごく興味がある 
2. どちらかといえば興味がある 
3. どちらかといえば興味がない 
4. 全く興味がない 
 
VI-3.  海外経験について教えてください。 
1. 長期(半年～)の滞在経験がある。 
2. 短期(2週間～半年)の滞在経験がある 
3. 旅行(数日～2週間)に行ったことがある 
4. 海外に行ったことがない 
 
VI-4.  なぜ、外国語・外国の文化に興味がある/ないのか、理由を書いてください。(必ず記入して
ください) 
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VII. 学習目標に関する項目 
 
VII-1.  あなたが外国語を学習する動機は何ですか(複数回答) 
1. 外国語の勉強がこの先の大学での勉強に必要だから 
2. 卒業単位のため 
3. 外国語ができればなんとなくかっこいいから 
4. 将来外国語の知識が必要だと思うから 
5. 就職活動で有利になると思うから 
6. インターネットなどの情報を知りたいから 
7. 外国語に興味・関心があるから 
8. 外国文化に興味・関心があるから 
9. 外国に住んでみたいから 
10. 海外旅行で役立つと思うから 
11. 海外の人たちとコミュニケーションをとりたいから 
12. 知的愉しみのため 
13. その他（必ず理由を記入してください） 
 
VII-2.  あなたの外国語学習の到達目標を教えてください(複数回答) 
1. 外国人と自由に会話ができる 
2. 外国語の映画・テレビを字幕なしで理解できる 
3. 買い物程度の日常的な会話ができる 
4. インターネットで情報を集めることができる 
5. 外国語の新聞が読める 
6. (辞書を使って）自分の専門に関する文章が読める 
7. メールなどの簡単な文章を書ける 
8. (辞書を使って）自分の専門に関するレポートが書ける 
9. 英検・TOEICなど、語学試験で上級(例：英検準 1級以上・TOEIC700点以上)を取得する 
10. 英検・TOEICなど、語学試験で中級(例：英検 2級以上・TOEIC500点以上)を取得する 
11. 特に目標はない 
12. その他の理由（必ず理由を記入してください） 
